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報告内容

地域の中小企業やスタートアップには、優れた研究開発における技術やイノベーション、製品な

どを持っていることが少なくない。しかし、それらをビジネス化し社会実装まで実現できない状態

にある企業が多く、単にビジネスマッチングや専門的なアドバイスを提供するだけでは不十分

で、実行支援まで提供する必要がある。このセッションは、デロイト トーマツ サイエンス＆テクノロ
ジー（DTST）と共催で、こうしたシーズの事業化について議論した。とくに、デロイトトーマツが取
り組んでいる「事業プロデュース」―出口戦略に注力した伴走支援のスタイルを重視―について
考察した。とくに官民連携と出口戦略について報告され、社会経済評価（社会的インパクト）や特

許技術の差別化事例、日本版LEP（Local Enterprise Partnership）にも議論が及んだ。討論で
は、大学との協働や、事業プロデュースを通じて、地域コミュニティ自体がどのように変わっていく

のかなど、さまざまな視点から論点が提起された。フロアとの質疑応答も活発であり、盛況であっ

た。


